
【導入】

「決めたー！日本逆転！ドイツを相手にやりました！」

先日のワールドカップドイツ戦での大勝利！！！

いや〜本当に素晴らしかった！

私もテレビの前で熱狂していました！

残念ながら、決勝トーナメントでは敗北を喫しましたが、

日の丸を背負って戦う姿に、感銘を受けた人も多いでしょう。

でも、よく考えてみてください。

日本代表の彼らと私たちを繋いだのは、一体何でしょう。

日本全体で日本の代表選手を応援する。

それは、同じ日本国民だからではないでしょうか。

そして、これを公的に証明するもの、

それが国籍です。

この国籍こそが、

私たちの所属する国を証明し、その国の一員であることを保証しているのです。

しかし、日本には国籍を持たない人が存在しています。

本弁論では、国籍を持たない、無国籍者の現状と、その解決について訴えます。

【現状】

そもそも、国籍とは、国民たる要件であり、私たちの持つ多くの権利を保証するものです。

無国籍者の場合、この国籍を持っていないために、どの国からも国民と認められていません。

長崎県立大学の調査によれば、

日本全国で2万人の無国籍者がいると推定されています。

無国籍者は、国籍を持つ人と比べ、

受けられるサービスに制限がかかり、生活上様々な不利益を被ります。

まず、最初の壁は、生まれてすぐに立ちはだかります。

彼らは、社会保障制度の基礎である「戸籍」を取得することができません。

これにより、

国民健康保険への加入が認められず、医療費を全額負担しなければならないのです。

次にぶつかる壁は、保育園や小学校に入学する際に現れます。

彼らは、公立保育園への入所ができないうえに、

小学校への就学が認められないことも多く、教育の機会を制限されてしまうのです。

さらに、大人になってからもその壁は続きます。

例えば、銀行口座を開設することはできません。

また、パスポートや自動車免許証など、身分を証明するものも取得できません。

これにより、住居への入居を断られたり、職を得ることも難しく、結果的に生活が苦しくなってしまう

のです。



このように、彼らは国籍がないことにより、人生で多くの壁にぶつかるのです。

それではなぜ、彼らは無国籍となってしまうのでしょうか。

これには様々な要因が存在しますが、

代表的な要因として、

国籍を与える方法が、国家によって異なることが挙げられます。

どの国においても、国籍は出生時に与えられますが、

その方法は2通りあります。
一つ目は、生まれた場所の国籍を子供に与える「生地主義」、

二つ目は、親が持つ国籍と、同じ国籍を子供に与える「血統主義」です。

この生地主義と、血統主義の違いによって、

国籍を取得できない子供が生まれてしまうのです。

ここで、具体例を挙げてご説明します。

例えば、生地主義を採用するブラジルの国籍を持つ両親が、

血統主義を採用する日本で子供を産んだ場合です。

この場合、生まれた国はブラジルではないことから、

子供にブラジルの国籍は与えられません。

とはいえ、両親は日本の国籍を持っている訳でもないため、

日本の国籍も与えられません。

こうして、どちらの国籍も得られないために、

無国籍となる子供が生まれてしまうのです。

では、彼らは無国籍から脱することはできないのでしょうか。

実は、無国籍者が国籍を取得すること自体は現在も可能です。

具体的には、所定の書類を法務局に提出し、

これが受理されることで国籍を取得できるのです。

ただ、この書類は親の出身国から取り寄せる必要がある他、

無国籍者の状況によって必要な手続きや対応は異なることから、

その準備は複雑になります。

これに対し、早稲田大学の陳教授は

国籍を取得するにあたっては、行政機関による支援が必要不可欠であると指摘しています。

しかし、無国籍者が国籍を取得できる仕組みは十分に整っていないのが現状です。

現在、全国各地の法務局には国籍課が存在し、

外国籍をもつ人が日本国籍を取得する際に必要となる、書類の収集方法や届け出の方法などを

指導しています。

ですが、法務局に問い合わせを行ったところ、

もともと国籍を持っていない、無国籍者の国籍取得に対して対応は行っていないことがわかりまし

た。

実際に、無国籍だったある男性。



彼は、国籍取得の手続きを担当する法務局に相談に行きましたが、

「ここではなく、他に相談に行ってほしい」と、対応されなかったのです。

立教大学の調査によれば、このように、無国籍者に対応できる体制が整っていないことで、国籍

取得に関して相談した人のうち半分以上が国籍を取得できなかったことがわかっています。

（現状のまとめ）

以上をまとめると、現在、国によって国籍を与える方法が異なることで、日本には無国籍者が多く

存在し、彼らは生活上様々な不利益を被っています。また、無国籍者が国籍を取得するための体

制も整えられておらず、無国籍の状態から脱することができていないのです。

【問題点】

「すべての人は、国籍をもつ権利を有する」。

世界人権宣言第15条には、このように記されています。

私たちは、当たり前に、多くの権利の元、生活をしています。

しかし、その生活は国籍という大きな土台がなければ、成り立つことはありません。

健康も、学業も、仕事もなにもかも！

持たざるものには、当たり前ではない！

（間）

それなのに、

この国では、未だに無国籍で困っている人がいる。

社会の基礎となる権利を持たない人がいるこの現状を、果たして見て見ぬふりをしても良いので

しょうか？

【理念】

私の理想は、国籍が無いことで苦しみ続ける人たちを救うことです。

そのためには、まず、無国籍に陥る人を生まないようにしなければなりません。

また、現在苦しんでいる無国籍者が国籍を持つことのできる体制も必要になります。

そうすることで、無国籍者は本来持つべき権利が保障され、

私たちと同じような生活を送ることができるようになるのです。

【方向性】

それでは、この理念を達成するためには何が必要になるのでしょうか。

現在、無国籍の問題は大きく分けて二つ存在しています。

一つ目は無国籍の状態に陥ってしまうこと、

二つ目は無国籍状態で苦しんでいる人が事後的に国籍を取得できないことです。

つまり、これらを解決する必要があるのです。

【プラン】

そこで私は、２点のプランを提案します。



１点目は、血統主義を採用している日本の国籍法に、新たに生地主義の規定を取り入れることで

す。

具体的には、

「外国籍を持つ父母が日本において子を出産し、その子供が父母の持ついずれの国籍の取得要

件も満たせない場合、日本国籍を付与するものとする。」といった規定を国籍法に加えることとし

ます。

現在の国籍法においても、部分的に生地主義を採用している場面があります。

しかし、これは父母が無国籍の場合にのみ限定されており、親が国籍を有している場合には、対

応していないのです。こうした理由から、生地主義と血統主義の間に生まれた子供は、無国籍と

なってしまうのです。

そこで、親と同じ国籍を取得できない子供に対しても、こうした、日本国籍を与える仕組みを導入

することとします。

同様の取り組みは、イギリスやフランス、ドイツなどで導入されており、血統主義と生地主義の間

で無国籍状態の子どもが生まれることを防ぐことができています。

続いて、２点目のプランを提案します。

それは、無国籍者が事後的に国籍を取得できるように、

無国籍者の国籍取得に関する相談窓口を、法務局に設置することです。

このプランにより、専門的な知識を活用した相談支援が可能となります。

具体的な流れについて、ご説明します。

まず、国籍取得を望む無国籍者が相談に来た場合に、相談者の取得できる国籍を確認します。こ

の際、国籍の取得に必要な書類の収集や、申請の方法を指導するのです。また、必要であれば、

各国の領事館や出入国管理庁に情報の共有を要請することとします。

このプランにより、これまで対応が行われていなかった無国籍者が国籍を取得できるようになりま

す。

そして、彼らは「国籍」という、持つべき権利を守られ、

私たちと同じような生活を送ることが保障されるのです。

【締め】

生まれた時から当然のように持っている国籍。

しかし、これを持てずに苦しんでいる人は、確実に存在します。

持つべき権利や居場所、

そしてその存在さえも保障されない無国籍者

彼らを救うことのできる、そんな社会の実現を願い、本弁論を終了いたします。

ご清聴ありがとうございました。


